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験

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験（
全
種
類
）

【
試
験
日
】平
成
28
年
10
月
23
日（
日
）

【
願
書
配
布
】平
成
28
年
8
月
5
日（
金
）頃

【
会
場
】福
岡
地
区　

西
南
学
院
大
学

乙
種
４
類
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

（
筑
紫
地
区
防
災
協
会
主
催
）

【
講
習
日
】平
成
28
年
10
月
８
日（
土
）

【
会
場
】春
日・大
野
城・那
珂
川
消
防
本
部

【
受
付
】平
成
28
年
8
月
８
日（
月
）か
ら

【
受
付
場
所
】筑
紫
野
消
防
署
、太
宰
府
消

防
署
、春
日・大
野
城・那
珂
川
消
防
本
部

【
講
習
料
】会　

員
：
５
３
４
０
円

　
　
　
　

非
会
員
：
６
３
４
０
円

第
３
回
消
防
設
備
士
試
験（
全
種
類
）

【
試
験
日
】平
成
28
年
12
月
18
日（
日
）

【
願
書
配
布
】平
成
28
年
９
月
26
日（
月
）頃

【
会
場
】福
岡
地
区　

福
岡
大
学

　
　
　

防
火
管
理
者
関
係

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

（
消
防
本
部
主
催・合
同
開
催
）

【
講
習
日
】（
２
回
目
）平
成
28
年
７
月
１
日

（
金
）、２
日（
土
）・（
３
回
目
）９
月
15
日

（
木
）、16
日（
金
）・（
４
回
目
）11
月
24
日

（
木
）、25
日（
金
）

【
会
場
】７
月（
春
日・大
野
城・那
珂
川
消
防
本

部
）、９
月
、11
月（
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部
）

【
受
付
】各
回
実
施
日
の
１
カ
月
前
か
ら

【
受
付
場
所
】７
月（
春
日・大
野
城・那
珂
川

消
防
本
部
）、９
月
、11
月（
筑
紫
野
消
防

署
、太
宰
府
消
防
署
）

【
講
習
料
】３
５
０
０
円

【
定
員
】70
名

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

【
講
習
日
】平
成
28
年
７
月
29
日（
金
）

【
会
場
】筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部

【
受
付
】平
成
28
年
６
月
29
日（
水
）か
ら

【
講
習
料
】１
３
５
０
円

【
定
員
】65
名

防
災
管
理
新
規
講
習

（
主
催
：（
一財
）日
本
防
火・防
災
協
会
）

【
講
習
日
】平
成
28
年
８
月
25
日（
木
）

【
会
場
】筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
受
付
】平
成
28
年
７
月
11
日（
月
）か
ら
平

成
28
年
７
月
29
日（
金
）

【
事
務
担
当
】福
岡
県
消
防
設
備
安
全
協
会

【
℡
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９
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７
２
２―

１
２
６
５

　
　
　

救
急
講
習
関
係

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
対
応
普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
普

通
救
命
講
習
Ⅰ・Ⅱ
再
講
習
を
含
む
）

【
講
習
日
】奇
数
月
の
第
２
土
曜
日（
１
月
の

平
成
27
年
度
情
報
公
開
条
例
及
び

個
人
情
報
保
護
法
条
例
の
運
用
状
況

　

情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
も
の

○
公
開
請
求
受
理
件
数・・４
件

○
公
開
承
諾
件
数・・・・４
件

　

個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
く
も
の

○
開
示
請
求
件
数・・12
件

○
開
示
件
数・・12
件

試
験
・
講
習
会
の
案
内

署
長
表
彰

警鐘　第８０号　目次
２ページ・・・新任消防長あいさつ、新救助工作車説明　　５ページ・・・熱中症対策、風水害への備え
３ページ・・・違反対象物の公表制度　　　　　　　　　６ページ・・・署長表彰、消防職員意見発表会、
４ページ・・・春の火災予防運動、住警器維持管理　　　　　　

このデザインは火災の炎に、勇敢に立ち向かっていく救助隊員をイメージしています。
み
最
終
土
曜
日
）

【
講
習
時
間
】10
時
か
ら
12
時
ま
で

普
通
救
命
講
習（
Ⅰ・Ⅱ
）

（
上
級
救
命
講
習
再
講
習
を
含
む
）

【
講
習
日
】平
成
28
年
７
月
２
日（
土
）

【
講
習
時
間
】（
Ⅰ
）９
時
30
分
か
ら
12
時
30

分
ま
で（
Ⅱ
）９
時
30
分
か
ら
13
時
30
分
ま

で※

（
Ⅱ
）は
医
療
従
事
者
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

施
設
等
の
従
業
員
等
対
象
と
な
り
ま
す
。

上
級
救
命
講
習

【
講
習
日
】平
成
28
年
８
月
20
日（
土
）

【
講
習
時
間
】９
時
か
ら
17
時
ま
で

パ
パ
と
ママ
の
た
め
の
応
急
手
当

※

就
学
前
の
乳
幼
児
を
も
つ
保
護
者
対
象

と
な
り
ま
す
。

【
講
習
日
】平
成
28
年
10
月
22
日（
土
）

【
講
習
時
間
】10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

【
定
員
】15
家
族

応
急
手
当
普
及
員
講
習

※

普
通
救
命
講
習
以
上
の
講
習
受
講
済
み

者
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
講
習
日
】平
成
28
年
11
月
25
日（
金
）か
ら

11
月
27
日（
日
）ま
で

【
講
習
時
間
】９
時
か
ら
17
時
ま
で（
３
日
間
と
も
）

※

救
急
講
習
関
係
の
会
場
は
筑
紫
野
消
防

署
で
す
。

　

平
成
28
年
１
月
25
日（
月
）に
西
鉄
二
日
市
駅

で
倒
れ
て
心
肺
停
止
に
な
っ
た
男
性
に
対
し
て
駅

員
の
藤
田
五
十
美
さ
ん（
写
真
右
）、冨
安
清
文

さ
ん（
写
真
中
央
）、乗
客
の
田
中
公
英
さ
ん（
写

真
左
）は
１
１
９
番
通
報
、胸
骨
圧
迫
及
び
Ａ
Ｅ

Ｄ
に
よ
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
実
施
し
た
結
果
、心

拍
と
呼
吸
が
再
開
し
、搬
送
先
の
病
院
で
数
日

後
に
意
識
が
回
復
し
、そ
の
後
、後
遺
症
も
な
く

無
事
に
退
院
さ
れ
ま
し
た
。

　

迅
速
な
対
応
で
人
命
救
助
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
を
称
え
、感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
月
13
日（
水
）、福
岡
県
み
や
ま
市
に
お

い
て
、「
第
39
回
福
岡
県
消
防
職
員
意
見
発

表
会
」が
開
催
さ
れ
、当
消
防
本
部
か
ら
は

浦
元
副
士
長
が
、救
命
の
連
鎖
に
つ
い
て
発

表
し
、見
事
、優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

た 

な
か
こ
う
え
い

ふ
じ 

た    

い
　
そ
　
み

と
み
や
す
き
よ
ふ
み

試験講習会の案内

福
岡
県
消
防
職
員
意
見
発
表
会
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平成２８年度　全国統一防火標語
「消しましょう　その火その時　その場所で」

救助工作車が新しくなりました
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初
夏
の
候
、市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、私
こ
と
四
月一日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
、筑
紫
野
太
宰
府
消
防
組

合
消
防
本
部
消
防
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ

る
と
と
も
に
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

近
年
の
災
害
は
、全
国
各
地
で
地
震
や
火
山
の
噴
火
等
の
自
然
災
害
が

発
生
し
、ま
た
異
常
気
象
の
影
響
で
局
地
的
な
集
中
豪
雨
や
大
型
台
風
な

ど
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、複
雑
多
様
化
・
大
規
模
化
し
て
お
り
ま
す
。特
に

本
年
四
月
十
四
日
・
十
六
日
の
熊
本
地
震
で
は
、震
度
７
を
記
録
し
ま
し

た
。こ
の
地
震
に
よ
り
家
屋
倒
壊
や
土
砂
災
害
が
広
い
範
囲
で
起
こ
り
、多

く
の
死
傷
者
を
伴
う
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

当
消
防
本
部
か
ら
は
、四
月
十
四
日
の
発
災
直
後
に
、福
岡
県
緊
急
消

防
援
助
隊
と
し
て
２
隊
８
名
を
出
動
さ
せ
、余
震
が
続
く
中
、二
十
七
日
ま

で
の
十
四
日
間
、隊
員
の
交
代
を
行
い
な
が
ら
、延
べ
四
十
名
が
捜
索
救
助

活
動
等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、首
都
直
下
型
地
震
・
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
も
危
惧
さ
れ
、ま
た
、

管
内
に
警
固
断
層
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、いつ
如
何
な
る
時
、ど
の
よ

う
な
大
災
害
が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
消
防
本
部
で
は
、昨
年
七
月
に
消
防
庁
舎
で
は
九
州
初
の
免
震
構
造

を
備
え
た
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部
・
筑
紫
野
消
防
署
新
庁
舎
が
、関
係

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
完
成
い
た
し
ま
し
た
。今
後
は
、こ
の
災
害

に
強
い
防
災
拠
点
を
最
大
限
に
活
用
し
、ま
た
、両
市
消
防
団
を
始
め
、防

災
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、市
民
の
皆
様
の
安
全
安
心
の
た
め

に
、邁
進
し
て
行
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、格
別
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

室
温
や
気
温
が
高
い
中
で
体
内
の
水
分
や
塩
分（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
、体
温
の
調
節
機
能
が
働
か
な
く
な
り
、体
温
上
昇
、め
ま
い
、体
の
だ
る
さ
、ひ
ど

い
と
き
に
は
痙
攣
や
意
識
障
害
な
ど
、様
々
な
障
害
を
お
こ
す
症
状
の
こ
と
で
す
。

家
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
て
も
室
温
や
湿
度
が
高
い
た
め
に
、体
か
ら
熱
が
逃
げ
に
く

く
熱
中
症
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、注
意
が
必
要
で
す
。

昨
年
は
、大
雨
や
竜
巻
等
に
よ
る
災
害
に
よ
り
、全
国
各
地
で
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。近
年
、筑
紫
野
市
、太
宰
府
市
管
内
に
お
い
て
、大
雨
に
よ

る
被
害
が
で
て
い
ま
す
。風
水
害
が
発
生
し
た
時
に
何
が
必
要
か
、と
る
べ
き
行

動
を
考
え
準
備
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。日
頃
の
備
え
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
、

風
水
害
の
被
害
を
軽
減
で
き
ま
す
。

避難時の注意
避難勧告、避難指示が発令されたら、安全なルートで避難場所にすぐに避難してく
ださい。避難勧告、避難指示が発令されていなくても、大雨や浸水の中での避難は、足
元が見え難くマンホールや側溝に転落する恐れがあるので、早めの避難が非常に重要
です。
場合によっては、無理に避難するよりも、建物の高い階に避難したり、その場に留
まった方が安全な場合もありますので、周囲の状況を確認し、慎重に判断して行動しま
しょう。

日頃から備えておくもの
・懐中電灯、携帯ラジオ、救急薬品、非常食、飲料水、衣類等。
・瓦、アンテナ、雨樋、屋外の設置物が風に飛ばされないようにしっ
　かり固定されているか確認する。
・水の流れをスムーズにするため、側溝、排水路を清掃する。
※ハザードマップで危険箇所や避難場所を確認する。
詳しくは　筑紫野市・太宰府市ハザードマップ　で検索！！

救助工作車　この救助工作車は、火災で逃げ遅れた人や交通事故で車内に閉じ込められ
た人などを救助することを目的につくられています。ウィンチ、クレーン、照明装置などの設備のほか、多く
の救助器具を積載しています。あらゆる災害に対応し、人命救助を専門にする車両です。

消
防
長　

松
尾　

秀
樹

筑
紫
野
太
宰
府
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　

新
任
消
防
長
あ
い
さ
つ

ま
つ
　お
　
　
　
ひ
で
　
き

R-24
※避難場所の例
一次避難所
・公民館等
二次避難所
・小、中学校等

車内はハイルーフバ
ス特殊型で広いスペー
スが確保されているた
め、出動中に水難救助
で使用するスーツや、
ＮＢＣ災害対応のスー
ツを着ることが可能
となりました。現場に
到着してから活動開始
までが非常に早くなり
ました。

周囲作業灯が搭載さ
れているため、夜間の車
両周囲の安全が確保さ
れ、活動がしやすくなり
ました。

シャッター内は、非常に工夫され、無駄なスペースが
なく、資器材が隈なく収納されています。

めまい、たちくら
み、手足のしびれ

頭痛、吐き気、体
がだるい、集中力
や判断力の低下

涼しい場所へ移
動安静・水分補給

口から飲めない場
合や症状の改善が
見られない場合は
受診が必要

症状が改善すれば
受診の必要なし

ためらうことなく
救急車（１１９）を
要請

涼しい場所へ移
動・体を冷やす、
十分な水分と塩
分補給

涼しい場所へ移
動・安静、体が熱
ければ保冷剤な
どで冷やす

意識障害（呼びか
けに対して反応が
おかしい）
運動障害（普段通
りに動けない）

車両の周囲に
は、１７灯のLED
赤色灯が搭載され
て、視認性が向上
し緊急走行時の安
全確保に繋がりま
す。

熱
中
症
と
は
？

風
水
害
に
注
意
！

重症度 症　状 対　処 医療機関への受診

“R”って何？
Rは

「RESCUE（救助）」
の頭文字です。

P2_2cP5_2c
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熱中症の分類と対処法



①　建物の名称
②　建物の所在地
③　違反の内容
④　公表日
⑤　その他必要事項

ホテル、飲食店、物販店など不特定多数の方が利用される建物や、病院、社会
福祉施設など一人で避難することが難しい方が利用される建物のうち、立入
検査によって重大な消防法令違反（屋内消火栓設備、スプリンクラー設備又は
自動火災報知設備のいずれかの未設置）のある建物を確認した場合に、これら
の建物の情報を消防本部のホームページに掲載し、公表する制度のことです。

消防が立入検査で違反を確認し、建物関係者に違反を通知した日から３０日
が経過しても、その違反が認められる場合に公表します。
公表は、違反が是正されたことを消防が確認するまでの間継続します。

筑紫野太宰府消防本部のホームページに掲載します。

公表の内容

公表の方法

公表制度の流れ

違反対象物の公表制度とは？

平成28年
10月1日から

違
反
対
象
物
の
公
表
制
度
を
始
め
ま
す
！

重大な消防法令違反の建築を
ホームページに公表します！
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ゆめタウン筑紫野(平成２８年３月１２日㈯)

だざいふ遊園地(平成２８年３月２６日㈯) 

春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

お
手
入
れ
し
て
ま
す
か
？

第
38
回
火
災
予
防
少
年
剣
道
大
会

平
成
28
年
３
月
６
日
に
筑
紫
野
市
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、火
災
予
防
少
年
剣
道
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。団
体
戦
21
チ
ー
ム
、個
人
戦
２
２
６
名

の
少
年
少
女
剣
士
た
ち
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

毎
年
、火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
に
、全
国
一
斉
に
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
運
動
は
、火
災
発

生
の
防
止
、高
齢
者
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に

行
って
い
ま
す
。そ
の一環
と
し
て
火
災
予
防
少
年
剣
道
大
会
、消
防
の
広
場
を
開
催
し
ま
し
た
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
適
切
に
機
能
す
る
た
め
に

は
維
持
管
理
が
重
要
で
す
。「
い
ざ
」と
い
う
と
き
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
が
き
ち
ん
と
働
く
よ
う
、日
頃
か
ら

お
手
入
れ
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
定
期
的
な
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
定
期
的
に
お
掃
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

汚
れ
が
付
着
し
た
場
合
は
、家
庭
用
中
性
洗
剤
を
浸

し
て
十
分
に
絞
っ
た
布
で
軽
く
ふ
き
取
って
く
だ
さ
い
。

※

目
安
は
年
に
２
回
程
度
で
す
。

(

春
と
秋
の
火
災
予
防
運
動
の
時
期
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。)

※

設
置
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て
い
る
場
合
は
、内
部

の
電
子
機
器
の
劣
化
が
進
ん
で
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
た

め
、本
体
の
交
換
を
お
奨
め
し
ま
す
。

（
個
人
の
部
）　　
　
　
　
　
　
　

優
勝
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
学
２
年
生
の
部　

椋　
　

悠
樹　

小
学
３
年
生
の
部　

石
橋　

拓
登

小
学
４
年
生
の
部　

浜
田　

玲
央

小
学
５
年
生
の
部　

石
橋　

奏
太

小
学
６
年
生
の
部　

藤
島　

心

中
学
１
年
生
の
部　

緒
方　

悠
人

中
学
２
年
生
の
部　

藤
島　

剣

小
学
生
女
子
低
学
年
の
部　

梶
原　

三
奈

小
学
生
女
子
高
学
年
の
部　

上
野　

瑞
葵

中
学
生
女
子
の
部　

時
安　

心
音

（
団
体
の
部
）

優
勝　
　

太
宰
府
振
武
会
Ａ

準
優
勝　

原
田
剣
心
会
Ａ

第
３
位　

原
田
剣
心
会
Ｂ

第
３
位　

山
口
剣
友
会
Ｂ

む
く
　
　
　
　
　ゆ
う
　
き

い
し
ば
し
　
　
た
く
　と

い
し
ば
し
　
　
か
な
　た

ふ
じ
し
ま
　
　
し
ん

ふ
じ
し
ま
　
　
け
ん

か
じ
は
ら
　
　
み
　
な

う
え
　の
　
　
　
み
ず
　き

と
き
や
す
　

　
み
　
お

お
　
が
た
　
　
ゆ
う
　と

は
ま
　だ
　
　
　
れ
　
お
　

消防の広場を開催！

check

（出典）一般社団法人 日本火災報知機工業会
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Chikushino　dazaifu　fire　department　R－２４　　Chikushino　dazaifu　fire　department　R－２４

Chikushino　dazaifu　fire　department　R－２４　　Chikushino　dazaifu　fire　department　R－２４

Ch
ik
us
hi
no
　
da
za
ifu
　
fir
e　
de
pa
rt
m
en
t　
R－
２
４

Chikushino　
dazaifu　

fire　
departm

ent　
R－
２
４

初
夏
の
候
、市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、私
こ
と
四
月一日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
、筑
紫
野
太
宰
府
消
防
組

合
消
防
本
部
消
防
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ

る
と
と
も
に
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

近
年
の
災
害
は
、全
国
各
地
で
地
震
や
火
山
の
噴
火
等
の
自
然
災
害
が

発
生
し
、ま
た
異
常
気
象
の
影
響
で
局
地
的
な
集
中
豪
雨
や
大
型
台
風
な

ど
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、複
雑
多
様
化
・
大
規
模
化
し
て
お
り
ま
す
。特
に

本
年
四
月
十
四
日
・
十
六
日
の
熊
本
地
震
で
は
、震
度
７
を
記
録
し
ま
し

た
。こ
の
地
震
に
よ
り
家
屋
倒
壊
や
土
砂
災
害
が
広
い
範
囲
で
起
こ
り
、多

く
の
死
傷
者
を
伴
う
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

当
消
防
本
部
か
ら
は
、四
月
十
四
日
の
発
災
直
後
に
、福
岡
県
緊
急
消

防
援
助
隊
と
し
て
２
隊
８
名
を
出
動
さ
せ
、余
震
が
続
く
中
、二
十
七
日
ま

で
の
十
四
日
間
、隊
員
の
交
代
を
行
い
な
が
ら
、延
べ
四
十
名
が
捜
索
救
助

活
動
等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、首
都
直
下
型
地
震
・
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
も
危
惧
さ
れ
、ま
た
、

管
内
に
警
固
断
層
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、いつ
如
何
な
る
時
、ど
の
よ

う
な
大
災
害
が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
消
防
本
部
で
は
、昨
年
七
月
に
消
防
庁
舎
で
は
九
州
初
の
免
震
構
造

を
備
え
た
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部
・
筑
紫
野
消
防
署
新
庁
舎
が
、関
係

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
完
成
い
た
し
ま
し
た
。今
後
は
、こ
の
災
害

に
強
い
防
災
拠
点
を
最
大
限
に
活
用
し
、ま
た
、両
市
消
防
団
を
始
め
、防

災
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、市
民
の
皆
様
の
安
全
安
心
の
た
め

に
、邁
進
し
て
行
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、格
別
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

室
温
や
気
温
が
高
い
中
で
体
内
の
水
分
や
塩
分（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
、体
温
の
調
節
機
能
が
働
か
な
く
な
り
、体
温
上
昇
、め
ま
い
、体
の
だ
る
さ
、ひ
ど

い
と
き
に
は
痙
攣
や
意
識
障
害
な
ど
、様
々
な
障
害
を
お
こ
す
症
状
の
こ
と
で
す
。

家
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
て
も
室
温
や
湿
度
が
高
い
た
め
に
、体
か
ら
熱
が
逃
げ
に
く

く
熱
中
症
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、注
意
が
必
要
で
す
。

昨
年
は
、大
雨
や
竜
巻
等
に
よ
る
災
害
に
よ
り
、全
国
各
地
で
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。近
年
、筑
紫
野
市
、太
宰
府
市
管
内
に
お
い
て
、大
雨
に
よ

る
被
害
が
で
て
い
ま
す
。風
水
害
が
発
生
し
た
時
に
何
が
必
要
か
、と
る
べ
き
行

動
を
考
え
準
備
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。日
頃
の
備
え
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
、

風
水
害
の
被
害
を
軽
減
で
き
ま
す
。

避難時の注意
避難勧告、避難指示が発令されたら、安全なルートで避難場所にすぐに避難してく
ださい。避難勧告、避難指示が発令されていなくても、大雨や浸水の中での避難は、足
元が見え難くマンホールや側溝に転落する恐れがあるので、早めの避難が非常に重要
です。
場合によっては、無理に避難するよりも、建物の高い階に避難したり、その場に留
まった方が安全な場合もありますので、周囲の状況を確認し、慎重に判断して行動しま
しょう。

日頃から備えておくもの
・懐中電灯、携帯ラジオ、救急薬品、非常食、飲料水、衣類等。
・瓦、アンテナ、雨樋、屋外の設置物が風に飛ばされないようにしっ
　かり固定されているか確認する。
・水の流れをスムーズにするため、側溝、排水路を清掃する。
※ハザードマップで危険箇所や避難場所を確認する。
詳しくは　筑紫野市・太宰府市ハザードマップ　で検索！！

救助工作車　この救助工作車は、火災で逃げ遅れた人や交通事故で車内に閉じ込められ
た人などを救助することを目的につくられています。ウィンチ、クレーン、照明装置などの設備のほか、多く
の救助器具を積載しています。あらゆる災害に対応し、人命救助を専門にする車両です。

消
防
長　

松
尾　

秀
樹

筑
紫
野
太
宰
府
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　

新
任
消
防
長
あ
い
さ
つ

ま
つ
　お
　
　
　
ひ
で
　
き

R-24
※避難場所の例
一次避難所
・公民館等
二次避難所
・小、中学校等

車内はハイルーフバ
ス特殊型で広いスペー
スが確保されているた
め、出動中に水難救助
で使用するスーツや、
ＮＢＣ災害対応のスー
ツを着ることが可能
となりました。現場に
到着してから活動開始
までが非常に早くなり
ました。

周囲作業灯が搭載さ
れているため、夜間の車
両周囲の安全が確保さ
れ、活動がしやすくなり
ました。

シャッター内は、非常に工夫され、無駄なスペースが
なく、資器材が隈なく収納されています。

めまい、たちくら
み、手足のしびれ

頭痛、吐き気、体
がだるい、集中力
や判断力の低下

涼しい場所へ移
動安静・水分補給

口から飲めない場
合や症状の改善が
見られない場合は
受診が必要

症状が改善すれば
受診の必要なし

ためらうことなく
救急車（１１９）を
要請

涼しい場所へ移
動・体を冷やす、
十分な水分と塩
分補給

涼しい場所へ移
動・安静、体が熱
ければ保冷剤な
どで冷やす

意識障害（呼びか
けに対して反応が
おかしい）
運動障害（普段通
りに動けない）

車両の周囲に
は、１７灯のLED
赤色灯が搭載され
て、視認性が向上
し緊急走行時の安
全確保に繋がりま
す。

熱
中
症
と
は
？

風
水
害
に
注
意
！

重症度 症　状 対　処 医療機関への受診

“R”って何？
Rは

「RESCUE（救助）」
の頭文字です。

P2_2cP5_2c
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熱中症の分類と対処法



V
ol.80

【
消
防
広
報
】

2
0
1
6
年
6
月
1
日
発
行

発
行
日
 年
2
回（
6
月
・
1
2
月
）

発
行
　
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部
　
編
集
　
広
報
班

〒
8
1
8
-0
0
8
4
　

福
岡
県
筑
紫
野
市
針
摺
西
1丁
目
1番
1号
    　

　
T
E
L
 0
9
2
-9
2
4
-5
0
3
4

印
刷
　
大
成
印
刷
株
式
会
社

危
険
物
取
扱
者・消
防
設
備
士
試
験

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験（
全
種
類
）

【
試
験
日
】平
成
28
年
10
月
23
日（
日
）

【
願
書
配
布
】平
成
28
年
8
月
5
日（
金
）頃

【
会
場
】福
岡
地
区　

西
南
学
院
大
学

乙
種
４
類
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

（
筑
紫
地
区
防
災
協
会
主
催
）

【
講
習
日
】平
成
28
年
10
月
８
日（
土
）

【
会
場
】春
日・大
野
城・那
珂
川
消
防
本
部

【
受
付
】平
成
28
年
8
月
８
日（
月
）か
ら

【
受
付
場
所
】筑
紫
野
消
防
署
、太
宰
府
消

防
署
、春
日・大
野
城・那
珂
川
消
防
本
部

【
講
習
料
】会　

員
：
５
３
４
０
円

　
　
　
　

非
会
員
：
６
３
４
０
円

第
３
回
消
防
設
備
士
試
験（
全
種
類
）

【
試
験
日
】平
成
28
年
12
月
18
日（
日
）

【
願
書
配
布
】平
成
28
年
９
月
26
日（
月
）頃

【
会
場
】福
岡
地
区　

福
岡
大
学

　
　
　

防
火
管
理
者
関
係

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

（
消
防
本
部
主
催・合
同
開
催
）

【
講
習
日
】（
２
回
目
）平
成
28
年
７
月
１
日

（
金
）、２
日（
土
）・（
３
回
目
）９
月
15
日

（
木
）、16
日（
金
）・（
４
回
目
）11
月
24
日

（
木
）、25
日（
金
）

【
会
場
】７
月（
春
日・大
野
城・那
珂
川
消
防
本

部
）、９
月
、11
月（
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部
）

【
受
付
】各
回
実
施
日
の
１
カ
月
前
か
ら

【
受
付
場
所
】７
月（
春
日・大
野
城・那
珂
川

消
防
本
部
）、９
月
、11
月（
筑
紫
野
消
防

署
、太
宰
府
消
防
署
）

【
講
習
料
】３
５
０
０
円

【
定
員
】70
名

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

【
講
習
日
】平
成
28
年
７
月
29
日（
金
）

【
会
場
】筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部

【
受
付
】平
成
28
年
６
月
29
日（
水
）か
ら

【
講
習
料
】１
３
５
０
円

【
定
員
】65
名

防
災
管
理
新
規
講
習

（
主
催
：（
一財
）日
本
防
火・防
災
協
会
）

【
講
習
日
】平
成
28
年
８
月
25
日（
木
）

【
会
場
】筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
受
付
】平
成
28
年
７
月
11
日（
月
）か
ら
平

成
28
年
７
月
29
日（
金
）

【
事
務
担
当
】福
岡
県
消
防
設
備
安
全
協
会

【
℡
】０
９
２―

７
２
２―

１
２
６
５

　
　
　

救
急
講
習
関
係

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
対
応
普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
普

通
救
命
講
習
Ⅰ・Ⅱ
再
講
習
を
含
む
）

【
講
習
日
】奇
数
月
の
第
２
土
曜
日（
１
月
の

平
成
27
年
度
情
報
公
開
条
例
及
び

個
人
情
報
保
護
法
条
例
の
運
用
状
況

　

情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
も
の

○
公
開
請
求
受
理
件
数・・４
件

○
公
開
承
諾
件
数・・・・４
件

　

個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
く
も
の

○
開
示
請
求
件
数・・12
件

○
開
示
件
数・・12
件

試
験
・
講
習
会
の
案
内

署
長
表
彰
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このデザインは火災の炎に、勇敢に立ち向かっていく救助隊員をイメージしています。
み
最
終
土
曜
日
）

【
講
習
時
間
】10
時
か
ら
12
時
ま
で

普
通
救
命
講
習（
Ⅰ・Ⅱ
）

（
上
級
救
命
講
習
再
講
習
を
含
む
）

【
講
習
日
】平
成
28
年
７
月
２
日（
土
）

【
講
習
時
間
】（
Ⅰ
）９
時
30
分
か
ら
12
時
30

分
ま
で（
Ⅱ
）９
時
30
分
か
ら
13
時
30
分
ま

で※

（
Ⅱ
）は
医
療
従
事
者
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

施
設
等
の
従
業
員
等
対
象
と
な
り
ま
す
。

上
級
救
命
講
習

【
講
習
日
】平
成
28
年
８
月
20
日（
土
）

【
講
習
時
間
】９
時
か
ら
17
時
ま
で

パ
パ
と
ママ
の
た
め
の
応
急
手
当

※

就
学
前
の
乳
幼
児
を
も
つ
保
護
者
対
象

と
な
り
ま
す
。

【
講
習
日
】平
成
28
年
10
月
22
日（
土
）

【
講
習
時
間
】10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

【
定
員
】15
家
族

応
急
手
当
普
及
員
講
習

※

普
通
救
命
講
習
以
上
の
講
習
受
講
済
み

者
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
講
習
日
】平
成
28
年
11
月
25
日（
金
）か
ら

11
月
27
日（
日
）ま
で

【
講
習
時
間
】９
時
か
ら
17
時
ま
で（
３
日
間
と
も
）

※

救
急
講
習
関
係
の
会
場
は
筑
紫
野
消
防

署
で
す
。

　

平
成
28
年
１
月
25
日（
月
）に
西
鉄
二
日
市
駅

で
倒
れ
て
心
肺
停
止
に
な
っ
た
男
性
に
対
し
て
駅

員
の
藤
田
五
十
美
さ
ん（
写
真
右
）、冨
安
清
文

さ
ん（
写
真
中
央
）、乗
客
の
田
中
公
英
さ
ん（
写

真
左
）は
１
１
９
番
通
報
、胸
骨
圧
迫
及
び
Ａ
Ｅ

Ｄ
に
よ
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
実
施
し
た
結
果
、心

拍
と
呼
吸
が
再
開
し
、搬
送
先
の
病
院
で
数
日

後
に
意
識
が
回
復
し
、そ
の
後
、後
遺
症
も
な
く

無
事
に
退
院
さ
れ
ま
し
た
。

　

迅
速
な
対
応
で
人
命
救
助
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
を
称
え
、感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
月
13
日（
水
）、福
岡
県
み
や
ま
市
に
お

い
て
、「
第
39
回
福
岡
県
消
防
職
員
意
見
発

表
会
」が
開
催
さ
れ
、当
消
防
本
部
か
ら
は

浦
元
副
士
長
が
、救
命
の
連
鎖
に
つ
い
て
発

表
し
、見
事
、優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

た 

な
か
こ
う
え
い

ふ
じ 

た    

い
　
そ
　
み

と
み
や
す
き
よ
ふ
み

試験講習会の案内

福
岡
県
消
防
職
員
意
見
発
表
会

P6_4cP1_4c
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平成２８年度　全国統一防火標語
「消しましょう　その火その時　その場所で」

救助工作車が新しくなりました
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